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▲春の武蔵野音楽学園入間キャンパス

武蔵野音楽大学学長　同附属高等学校校長　福井直敬

昨年度、武蔵野音楽大学は創立80

周年を祝し、本誌に掲載してあるよう

に一連の記念行事・演奏会等を成功

裡に終了して、多数の方々から温かい

祝意を頂戴しましたことを光栄に存じ

ます。

時を同じくして昨年は、ドナウ川に

沿った4つの国々それぞれと日本とが

修好上の記念の年にあたり、本学とハ

ンガリー・リスト音楽院のオーケストラ

による交換演奏会が、「日本・ドナウ交

流年2009」により各界が行う交流事業

の一つとして認定されました。

双方の学生達は訪問先で大歓迎を

受け、両国における演奏会が大成功

のうちに終了して文化交流に大きく貢

献でき得たことは、本学創立80周年に

華を添える結果となり、大変嬉しく存

じております。

再び春が訪れ、全国から有能な新

入生諸君を迎えた平成22年度は、本

学がこの80年の実績を踏まえ、次の

世代へ向かってまた新たな発展を目ざ

す第一歩となります。

残念ながら、現在わが国は政治、

経済、外交など多方面にわたり先行き

不透明な状況にあり、人口動態からし

ても、総じて大学は大変厳しい環境に

置かれております。

一昨年、認証評価機関から多くの

「優れた点」を評価された本学であり

ますが、この激しい社会の変化をうけ

て、本年度は足元をしっかり見据え、

FD活動の検証や改善、カリキュラムの

一部見直しなど教育研究内容の一層

の高度化、学習環境の向上を図るな

ど、さらには大学の持つ社会的責任の

理解と遂行に地道に取り組み、一層

質の高い大学を目ざしたいと考えてお

ります。

先年、音楽学部に設置した「ヴィル

トゥオーソ学科」が完成年度を迎えた

のにともない、新年度から修士課程に

「ヴィルトゥオーソコース」を開設いたし

ました。また、文化審議会等で、その

必要性が謳われるアートマネージャー

やプロデューサー育成のための「音楽

環境運営学科」も、本年は完成年度を

迎えますので、教育成果に期待を寄

せているところです。

新年度も取り組むべき課題が山積

しておりますが、誠心誠意努力を傾注

し、新しい飛躍への意義ある第一歩

を進める決意であります。

皆様には一層のご理解、ご支援を

賜わりますよう、お願い申し上げます。





ツヴィッカウには、中世ルネサンス時代

に遡る豊かな歴史が培われてきた。

早くも1291年には、市参事会によって

少年聖歌隊員の養成を主な目的とした

学校が設立され、1520年にこの町で

説教をしたマルティン・ルターは、ライ

プツィヒのトマス教会付属学校合唱団

より高いレヴェルであると評しているほ

どである。1537年に設置された学校

付属図書館には、今日でも中世ルネサ

ンス時代からの貴重な楽譜や蔵書が

多数収められている。これは、ツヴィッ

カウの教養知識人が15世紀以来ライプ

ツィヒで開かれていた書籍見本市で頻

繁に購入したものが基礎になっている。

ザクセン地方の牧師の子として生ま

れた父アウグストは、すでにロンネブ

ルクで書籍商を開業していたが、この

町で1807年から弟と共にシューマン

兄弟出版社を立ち上げ、書籍出版の

町としてのツヴィッカウの名を高めるこ

とに貢献した。そして、その傍ら翻訳

も行い、小説などの著作も残している。

この出版社は、岩波文庫が範としたラ

イプツィヒのレクラム文庫に先立って、

ドイツで初めて文庫本シリーズを刊行

したことで知られている。この会社が

かなりの成功を収めたことは、ローベ

ルトが少年時代の夏にゲーテやベート

ーヴェンも訪れたカールスバートやテ

ープリッツといった保養地を家族と共

に訪れている事からも分かる。1818

年の夏にはカールスバートでモシュレ

スの演奏を聴き、後まで残る強い印

象を与えられた。ローベルトは10歳で

ギムナジウムに入学すると、勉学の面

で優秀な成績を挙げたばかりではな

く、音楽とピアノ演奏にも熱中する。

この時期には父の蔵書や書店の本を

読み漁り、詩と音楽はひとつの源から

発しているというシューマンの生涯に

渡る理念が形成されていった。母方

の祖母は文豪レッシング家の出であっ

たから、母方も文学と密接な関係が

ある。

シューマンの生家はローベルト・シ

ューマン協会によって、今日ローベル

ト・シューマン記念館として整備され、

当時の住まいを展示室として公開して

いるばかりではなく、歌曲集《詩人の

恋》やオペラ《ゲノフェーファ》などの

貴重な自筆譜を所蔵する資料室は、ド

イツ再統一後は後述するシューマン新

全集の一翼を担っている。生誕200年

に当たる今年最初の特別展（1月1日―3

月21日）は「出版社から」と題され、父

の出版社の文庫本シリーズを展示する

と共に、息子ローベルトの仕事振りも

見せている。14歳の頃に父の刊行物

『全民族・時代著名人物図誌』に寄稿

した文章や外国語の文章の翻訳、さら

に彼が強い関心を示したバイロンの

テキストによる作曲も展示されている

のである。しかし、この作曲より2年前

に、《詩篇150編》（ソプラノ、アルト、ピ

アノ、管弦楽）が「作品1」として作曲さ
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▲シューマンの生家（1860年頃）

▲少年時代のシューマン（作者不明）

▲ツヴィッカウのシューマン記念館内部

▲父 アウグスト・シューマン



れ、仲間の学生たちで演奏されたこと

は、シューマンの父方の祖父が牧師で

あったことを想い起こさせる。

ギムナジウムを優秀な成績で終え

たローベルトは、父の遺言により、ライ

プツィヒ大学法学部に進学する。ライ

プツィヒは、9歳の頃最初にオペラ《魔

笛》を観た町である。大学に在籍しな

がらヴィークにピアノを師事していた

が、20歳の時に音楽の道に進むことを

決意する。演奏、作曲ばかりではなく、

『ライプツィヒ音楽新報』の編集と評論

の執筆へと才能を開花させていく。こ

うした詩と音楽の一体化は、幾多の困

難を克服してクララ・ヴィークとの結婚

を果たした1840年には、詩を解釈した

歌曲の奔流となって、流れ出していく。

結婚に際して、シューマン夫妻はクラ

ラが「小さいけれども居心地の良さそ

うな、心和む住まい」と記しているイン

ゼル通りの新居に移った。ベルリオー

ズ、リスト、メンデルスゾーン、アンデ

ルセンといった著名な同時代人たち

が訪れたこの家は、当時の姿のままで

保存され、ライプツィヒのローベルト・

ウント・クララ・シューマン協会によっ

て1999年からシューマン記念館として

公開されている。そしてシューマン夫

妻の結婚記念日とクララの誕生日、つ

まり9月12－13日を中心として、毎年シ

ューマン週間が開催されている。

詩と音楽との一体化の試みは、ドレ

スデンでさらに強まる。ライプツィヒの

音楽界との関係を断ち切り、『音楽新

報』の仕事から手を引いてドレスデン

に転地したシューマンは、先ず対位法

の研究を通して心身の回復を図った。

そして、ドレスデンのリーダーターフェ

ルの創設者フェルディナンド・ヒラーや

リヒャルト・ヴァーグナーらとの新しい

交わりの中で、長年の念願であったオ

ペラの完成を目指していく。音楽と文

学を高い次元で結合する努力が高ま

った1848年には、ヘッベルの戯曲によ

るオペラ《ゲノフェーファ》が進展する

と共に、少年の頃から惹かれていた

バイロンの《マンフレッド》による劇音

楽が完成した。さらにその流れはゲー

テへと向かい、詩人の生誕100周年に

当たる翌年には《ファウストからの情

景》、《ヴィルヘルム・マイスターによる

歌曲集》、《ミニヨンのためのレクイエ

ム》が相次いで生まれた。ツヴィッカ

ウでは本年6月8日に、バレンボイム指

揮のベルリン国立歌劇場管弦楽団に

よって公式式典が行われ、このオペラ

《ゲノフェーファ》が新演出で上演され

る。そしてシューマン記念館では特別

展「シューマンの時代の生活」がオー

プニングする予定である。

1850年9月2日、シューマンはヒラー

の後任の音楽監督としてデュッセルド

ルフに到着する。生まれ故郷のザクセ

ン地方から離れて、人生で唯一の公

的地位に就任したのである。このライ

ン河畔の商業都市の派手で社交的な

性格は、シューマンの到着に際してリ

ーダーターフェルが歓迎のセレナード

を演奏、2日後にはオーケストラも祝賀

セレナードを催したことにも表れてい

ると言えよう。そんな晴れやかな雰囲

気に刺激されたように、シューマンは
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▲ツヴィッカウのシューマン祭

▲ 1832年のデュッセルドルフ（ランゲの絵画）

▲現在のデュッセルドルフ
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『家計簿』の9月12日の欄に「私たちの

結婚10周年記念日」と記し、翌日には

クララへの誕生日プレゼントとして「オ

ーデコロン6瓶、上質の紅茶1ポンド、

花束、ケーキ、メロン、シャンパン、現

金」を記入している。音楽監督は自分

で掌握できる管弦楽団をもてたため、

着任から1854年2月まで、交響曲第3番

《ライン》、《薔薇の巡礼》、《レクイエ

ム》などシューマンの全作品のおよそ

3分の1が生み出されていく。しかしシ

ューマンの神経性の病気は進行し、

管弦楽団や合唱団との関係は悪化し

ていく。それに伴い、シューマン一家

は4回の引越しを重ね、1852年9月19日

に「ローベルトの部屋はとても居心地

がよく静か」とクララが記しているビル

カー通りの住まいに移った。ここでク

ララは自分の部屋を確保することがで

き、結婚以来二人が一番気に入って

いた家であるが、ここが二人の最後の

家となった。ちょうど1年後にブラーム

スが訪れたのもこの家である。

当時のままに保存されたこの家は、

2003年からデュッセルドルフのシュー

マン協会によって、シューマン記念館

として整備されている。そして、この

記念館の真向かいがハインリヒ・ハイ

ネ研究所であり、この研究所の資料室

の音楽部門には主にシューマンのデュ

ッセルドルフ時代の作品の自筆譜や初

版譜、書簡などが多数所蔵されてい

る。デュッセルドルフのシューマン協会

は、今年は「SCHUMANN 2010」のモ

ットーの下で世界中の一流の音楽家を

招き、1月からの1年間でシューマンの

全作品を演奏する企画を始めている。

この「全作品」という考え方は、シュ

ーマン協会が創設したシューマン研究

所によって1991年から刊行されている

シューマン新全集（マインツ、ショット

社）の考え方とも符合している。全7シ

リーズ65巻の内まだ15巻しか出版さ

れていないが、完成された作品ばか

りではなく、第7シリーズにはピアノ・

スコアや編曲、スケッチや習作が収め

られている。さらに、「詩と音楽は源を

同じくする」というシューマンの理念の

反映として、「第8シリーズ：別巻（全5

巻）」には、『図像とドキュメントによる

シューマンの生涯』や『主題目録』、『シ

ューマンの作曲したテキスト』と共に、

『シューマンの著述集』も予定されてい

る。そして、生誕200年の本年、「第6

シリーズ：歌曲」から最初の巻として

第6巻が出版されることは真に喜ばし

いことであり、詩と一体となった音楽

の演奏と研究がよりいっそう進展する

ことが期待される。
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ペダルは足で踏む？

前回に引き続き、ペダルの話。右の
ペダルがダンパーをコントロールする
のに対し、左のペダルは弦を打つハン
マーをあらかじめ少しだけ横にずらし
て、弦に当たる位置を変えることで、
音色を柔らく（弱く）変化させる装置
である。
ペダリングを記録する装置を考案し

た調律師ボギーノが、リヒテルのペダ
リングを検証したことは前号で述べた
通りであるが、この時リヒテルは、自
分自身が予想外に頻繁に左のペダルを
使っていることに驚いていた。さらに、

興味深いことに彼は、一般に「弱音ペ
ダル」と呼ばれるこのペダルを、時に
はフォルティッシモの部分でも使って
いたのである。左のペダルを踏みなが
ら、どのようなタッチで弾くか、また
それを右のペダルとどのように組み合
わせるか、ありとあらゆる方法を、彼
はおそらく半ば本能的に変幻自在に駆
使していた。偉大なピアニストは鍵盤
の魔術師であると同時に、ペダルの魔
術師でもある。
ピアノと言う楽器が、あらゆる楽器の

王者であることを否定する人は少ない

であろう。しかし、もしペダルがなか
ったら、この楽器がこれほどの地位を
獲得することはなかったに違いない。
さて、タイトルの設問に対する、私

とわが妻ジュリアそれぞれの回答。
コンスタンティン・ガネフ“ペダル

は 頭で踏むものである。”
ジュリア・ガネフ“ペダルは 耳で踏

むものである。”
（訳：重松万里子）

コンスタンティン・ガネフ
（本学客員教授）

▲ハイネ研究所から見たその住まい

▲ デュッセルドルフのシューマン
夫妻の最後の住まいを示すレ
リーフと記念板
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●開講期間・会場
平成22年7月19日（月）～29日（木）
武蔵野音楽大学・江古田キャンパス

●開設講座及び講師
ピアノ＝A.v.アルニム
ピアノ／ピアノ・デュオ＝I.イーティン
A.セメツキー、N.トゥルーリ
ヴァイオリン／弦楽クヮルテット＝U.ヘルシャー
フルート＝M.モラゲス
声楽＝堀内康雄、松本美和子

●募集人数・応募資格
1講座につき10～12名。ピアノ・デュオ、弦
楽クヮルテットはグループで受け付けます。
専門的教育を受けている方。国籍不問。
ただし声楽は20歳から50歳まで。

●受講時間
ピアノ、ピアノ・デュオ、ヴァイオリン、弦楽
クヮルテット＝1回90分で3回
フルート、声楽＝1回60分で4回
（講師により当該時間を変則的に組替える
場合があります）

●受講料
1人120,000円、ピアノ・デュオは1人70,000円、
弦楽クヮルテットは1人40,000円
（レッスン料、通訳料、演奏会・ピアノ音楽
セミナー入場料、懇談会費等を含む）

●演奏会等
ピアノ、ヴァイオリン講師によるリサイタル、
ピアノ音楽セミナー

●お問い合わせ・要項請求
要項は4月に発行、武蔵野音楽大学演奏部
TEL.03-3992-1120 へご請求ください（要
項は無料、送料は大学が負担します）。ま
た、ホームページ、携帯サイト（アドレスは
裏表紙参照）からも請求ができます。

＊講師の病気、その他やむを得ない事情により、
一部内容を変更する場合もありますので、あら
かじめご了承ください。

今年、第16回を迎える「武蔵野音楽大学インターナショナル・サマースクール・イン・トウキョウ」が下記のような豪華教授陣

を揃えて開催されます。このサマースクールは、音楽の専門的な教育を受け、プロの音楽家や音楽教育に携わることを目指

す人たちに、専攻実技を磨く絶好の場を提供するものです。

昨年11月15日、本学園創立80周年を記念し、大学附属江古

田・入間・多摩の3音楽教室による合同演奏会が、江古田キャ

ンパスベートーヴェンホールで行われました。前半は各教室か

ら選抜された、ピアノ、ヴァイオリン、マリンバ、声楽の生徒に

よるソロ。後半ではエクセレンス・コースの生徒をソリストに、

この演奏会のために結成された3音楽教室生徒による弦合奏

の共演により、チェロとピアノの協奏曲が演奏され、この初の

試みに会場から大きな声援が送られました。

そして、演奏会の最後に選抜生で結成された合唱団と弦楽

合奏により、モーツァルトのアレルヤが演奏され、感動的なフ

ィナーレとなりました。

入間キャンパ

スには、附属高

等学校生の卒業

記念として様々

な彫刻が設置さ

れていて、訪れ

る人びとの目を

楽しませてくれます。この度、平成21年度卒業生一同か

らの記念品として、新たに石彫が寄贈されました。

作品は、二科会会員の市川明廣氏作「ふわり」。～風

と共に遠くから聞こえてくる、心に染み入る音楽に誘わ

れ、魔法のじゅうたんに乗って、ふわり。その源・桃源

郷に飛び立とうとする様～このような市川氏のコメント

が添えられており、素材が大理石でありながら今にも動

き出しそうな躍動感が伝わってきます。

自然と音楽が溢れる入間キャンパスに相応しい作品

で、音楽を学ぶ学生や生徒たちの気分を優しく和ませ

てくれることでしょう。
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